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課
外
ゼ
ミ
活
動
報
告

現
代
小
説
研
究
会

顧
問
・
指
導
者　

倉
田
容
子

人
員
七
名　

報
告
者　

野
平
葵

〔
活
動
報
告
〕

　

本
年
度
現
代
小
説
研
究
会
で
は
一
年
生
二
人
を
加
え
活
動
を
開
始
し

た
。

　

前
期
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
学
内
使
用
禁
止
及
び
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
影
響
に
よ
り
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
夏

休
み
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
活
動
を
再
開
し
た
。

　

題
材
は
二
年
生
の
発
表
者
が
各
々
自
由
に
選
択
し
た
。
九
月
に
川
端
康

成
『
愛
す
る
人
達
』
よ
り
「
夜
の
さ
い
こ
ろ
」、
十
月
に
は
『
短
編
伝
説

〜
め
ぐ
り
合
い
〜
』
よ
り
大
沢
在
昌
「W

ednesday

」、
十
一
月
に
は
一

年
生
を
迎
え
て
の
初
の
研
究
会
と
し
て
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
『
ナ
イ
ン
・
ス

ト
ー
リ
ー
ズ
』
よ
り
「
小
舟
の
ほ
と
り
で
」
を
扱
っ
た
。

　

秋
に
行
わ
れ
る
学
祭
で
は
、
有
志
の
会
員
に
よ
る
研
究
会
の
会
誌
「
ス

ト
レ
イ
シ
ー
プ
」
を
作
成
し
た
。
本
年
度
は
四
作
の
短
編
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
わ
れ
た
学
祭
に
お
い
て
、
資
料
掲
載
と
い
う
形
で
公
開
し
た
。

文
学
散
歩
サ
ー
ク
ル
か
ち
か
ち
山

顧
問
・
指
導
者　

近
衞
典
子

人
員
十
五
名　

報
告
者　

大
島
和

〔
活
動
報
告
〕

　

文
学
散
歩
サ
ー
ク
ル
か
ち
か
ち
山
で
は
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
企
画
を

し
、
し
お
り
を
作
成
し
た
上
で
、
文
学
ゆ
か
り
の
地
や
博
物
館
、
寺
社
、

史
跡
な
ど
へ
赴
き
、
文
学
や
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
実
際
に
活
動
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
後
期
の
は
じ
め
に
は
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
、
本
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

来
年
度
に
向
け
て
、
対
面
で
の
活
動
に
お
い
て
は
、
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
わ
か
れ
て
行
う
な
ど
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
対
面
の
み
な

ら
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
こ
と
も
模
索
し
て
い
き
た
い
。

日
本
語
史
研
究
会　

活
動
報
告

顧
問
・
指
導
者　

土
井
光
祐

人
員
十
一
名　

報
告
者　

高
瀬
清
太
郎

〔
活
動
内
容
〕

　

本
年
度
は
、
活
動
の
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
し
て
、
会
員
相
互
の
日
本

語
史
の
知
見
を
深
め
た
。
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主
要
な
行
事
と
し
て
は
、
四
年
生
の
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
と
、
卒
業

論
文
・
就
職
活
動
・
大
学
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
と
を
開
催

し
た
。

　

従
来
の
よ
う
に
教
場
に
集
ま
っ
て
日
本
語
史
資
料
を
輪
読
す
る
活
動
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
大
学
に
出
向
く
必
要
が
な

く
な
り
、
時
間
的
制
約
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
在

学
生
も
参
加
し
や
す
く
な
り
、
遠
方
在
住
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
参
加

も
可
能
と
な
っ
た
。
在
学
生
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
今
後
の
見
通
し
を
立

て
る
た
め
の
情
報
が
得
に
く
い
中
で
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

来
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
に
し
て
、
本
来
の

日
本
語
史
に
関
す
る
研
究
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
情
報
交
換
の
機
会

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

中
世
文
学
研
究
会

顧
問
・
指
導
者　

櫻
井
陽
子

人
員
五
名　

報
告
者　

村
越
す
み
れ

〔
活
動
内
容
〕

　

中
世
文
学
研
究
会
で
は
、『
平
家
物
語
』
を
中
心
と
し
て
、
中
世
の
軍

記
物
語
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
活
動
で
は
、『
平
家
物
語
』
か
ら
取
り
扱
う
章
段
を
決
め
、

担
当
者
が
用
意
し
た
資
料
を
も
と
に
複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
比
べ
た
。

一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
覚
一
本
」
と
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
の
違

い
に
触
れ
、
発
見
や
疑
問
点
な
ど
を
出
し
合
い
、『
平
家
物
語
』
や
歴
史

に
つ
い
て
の
知
識
を
共
有
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
今
後
は
会
員
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
工
夫
し
て
活
動

を
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。


